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『２学期を振り返り』

令和6年度、多忙であった２学期がまもなく終わろうとしています。夏休みが明けてから、
合唱コンクールや定期テスト、２年生の職場体験学習、生徒会役員選挙、３年生の進路目標の
決定など、目まぐるしく時間が過ぎていったことと思います。
中学生にとって２学期は、このように多くの行事等が行われる学期でもあるのですが、さら

にこの学期は、上級生の役割を下級生が引き継ぐ大切な節目の学期でもあります。例えば部活
動では、今まで後輩を導いてくれた３年生が引退し、２年生が中心となる時期です。また、生
徒会活動でも、役員選挙が行われ、活動の中心が２年生、１年生に移ってきます。こうした重
要な役割を持つ２学期の学校生活では、それぞれの学年の特徴的な姿が見られました。不安な
思いを抱えながら入学した１年生も、今ではすっかり中学校生活に慣れてきたようです。２年
生は、学校の中心学年としての自覚を持ち始め、すでに学校の代表として活躍できる基盤がで
きました。３年生は、今までの学校生活で得られた達成感や自信を基に、進路目標実現に向け
て着実に努力してきたように思います。どの学年の生徒も、新しいことに挑戦しながら、多忙
な２学期を乗り越え、一段とたくましさを増してきました。今後の成長を楽しみにしていきた
いと思います。

『職場体験学習』 『思春期健康教室』

キャリア教育の一環 ２年生は、12月2日(月)に、東金市健康増
として、２年生は、 進課より2名の講師を招き、思春期健康教室
11月14日 (木 )・15日 を実施しました。
(金)の2日間にわたり、 この教室の目的は、「命の大切さについて考
職場体験学習を実施し え、性に関する正しい知識を養い、将来にお
ました。 いても健康でいきいきと生活をする力を育成
生徒たちは、東金市内 「嶺南幼稚園」 する。」ということです。

を中心とした50の事業所 教室での内容は、命の誕生についてのメカ
の中から選択した職場で、働くことの大切さや ニズム等を視聴覚器機を活用し、わかりやす
社会の規律やマナーの大切さを実感する良い機 く丁寧に説明してくれました。また、赤ちゃ
会となりました。また、将来を見つめて描く未 ん人形抱っこ体験や妊婦体験も行いました。
来地図の手がかりが見つけられたと考えられま 生徒たちは、真剣な態度で臨むことができ、
す。 命の大切さを実感する良い機会となりました。
御協力いただいた事業所の皆様に感謝申し上

げます。
「ａｒｖ」 「カスミ」

生徒の活躍

「東千葉 ◇山武郡市図画工作美術作品審査会
メディカルセンター」 「みのりの郷」 特 選 彫刻 斉藤 浩樹 （3年）

酒井 美音 （3年）
青山 美璃 （3年）

特 選 版画 鈴木 凜 （3年）
特 選 描画 植松 鈴葉 （3年）

鈴木 昊聖 （2年）
特 選 デザイン 髙山 海 （2年）
特 選 工芸 小川 智成 （1年）


